
編 集 発 行 人
税 理 士

三 木 泰
事務所　〒597-0071
貝塚市加神1−11−17　
TEL  0 7 2（ 4 3 1 ）1 6 4 4

2715

国　税／�平成28年分所得税の確定申告
� 2月16日～3月15日

� （還付申告は申告期間前でも受け付けられます）
国　税／�贈与税の申告� 2月1日～3月15日
国　税／�1月分源泉所得税の納付� 2月10日
国　税／�12月決算法人の確定申告（法人税・消費税等）

� 2月28日
国　税／�6月決算法人の中間申告� 2月28日
国　税／�3月、6月、9月決算法人の消費税等の中間申告

（年3回の場合）� 2月28日
国　税／�決算期の定めのない人格なき社団等の法人

税の確定申告及び納付� 2月28日
地方税／�固定資産税（都市計画税）の第4期分の納付

� 市町村の条例で定める日

2 2017（平成29年）

国税の口座振替の領収証書送付取り止め　国税庁では、国税を口座振替で納付した納
税者への金融機関からの領収証書の送付を本年１月から取り止めています。現在は送付
に代えて、ｅ-Ｔaxで申告している納税者はｅ-Ｔaxホームページで振替納税結果が確認で
き、書面による証明が必要な場合は、税務署で口座振替がされた旨の証明をしています。

ワン
ポイント

梅

◆  2 月 の 税 務 と 労 務 2月 （如月）FEBRUARY

11日・建国記念の日
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２月号─2

　

中
年
期
（
成
熟
期
）
を
迎
え
た
日

本
経
済
、
各
分
野
で
商
売
の
仕
方
も

一
変
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
経
済
が
低
迷
し
て
い
る
と

感
じ
て
い
る
方
が
多
い
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
中
年
期
を
迎
え
た
日
本
に
と

っ
て
、
あ
る
意
味
で
当
然
の
成
り
行

き
で
す
。

◎
青
春
期
か
ら
切
替
え
で
き
ず

　

人
間
に
青
春
期
が
あ
る
よ
う
に
経

済
に
も
高
度
成
長
期
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
青
春
期
や
高

度
成
長
期
に
は
必
ず
終
わ
り
が
あ
り

ま
す
。

　

一
部
の
例
外
を
除
い
て
基
本
的
に

経
済
は
い
ず
れ
中
年
期
を
迎
え
ま
す
。

今
の
日
本
は
中
年
期
の
ど
真
ん
中
に

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
日
本
は
普
通
よ
り
派
手

な
青
春
期
を
長
く
享
受
し
ま
し
た
。

今
は
中
年
期
に
入
り
、
経
済
が
ぱ
っ

と
し
な
い
と
嘆
い
て
も
仕
方
が
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、

個
々
の
商
売
を
し
て
い
る
人
た
ち
が

自
ら
商
売
を
作
っ
て
い
く
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

　

か
つ
て
の
青
春
期
（
高
度
成
長
期
）

で
は
、
た
く
さ
ん
追
い
風
が
吹
い
て

事
業
機
会
が
先
に
訪
れ
ま
し
た
。
人

口
が
増
え
、
物
が
足
り
な
い
時
代
で

ど
ん
ど
ん
買
う
状
況
で
し
た
。
こ
う

い
う
中
で
は
、
い
か
に
早
く
確
実
に

機
会
を
掴
む
か
に
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
日
本
の
経
済
成
長
が
あ

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
今
重
要
な
の
は
、
個
別
企

業
の
戦
略
の
問
題
で
あ
り
、
日
本
の

成
長
も
個
々
の
企
業
の
戦
略
に
か
か

っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
今
、
ご
く

当
た
り
前
の
時
代
に
な
っ
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
長
く
青
春
期
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
中
年
期
の
中
で
な
か
な

か
抜
け
き
れ
な
い
企
業
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

切
替
え
が
で
き
な
い
企
業
で
は
、

過
去
の
成
功
に
縛
ら
れ
て
「
も
の
づ

く
り
」
で
支
え
る
と
い
う
考
え
方
が

強
す
ぎ
る
と
も
い
え
ま
す
。経
営
は
、

す
べ
て
自
由
意
志
に
基
づ
い
て
い
ま

す
。「
思
い
込
む
、
甘
え
る
、
も
た
れ

る
」
と
い
っ
た
傾
向
が
も
の
づ
く
り

企
業
に
は
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
長
期
利
益
こ
そ
が
経
営
の
中
核

　

経
営
で
あ
る
以
上
、
長
期
の
利
益

が
出
る
と
い
う
こ
と
が
絶
対
条
件
で

す
。
長
期
利
益
こ
そ
が
、顧
客
満
足
、

雇
用
、
税
金
、
株
式
な
ど
経
営
の
中

核
と
い
え
ま
す
。

　

も
の
づ
く
り
は
、
長
期
利
益
を
実

現
す
る
た
め
の
一
戦
略
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
大
切
な
の
は
、
良
い
も
の
の
価

値
を
顧
客
に
伝
え
て
、
皆
が
お
金
を

払
い
た
く
な
る
よ
う
な
状
態
へ
持
っ

て
い
く
こ
と
で
す
。
も
の
づ
く
り
を

前
面
に
掲
げ
て
、
も
の
づ
く
り
は
上

手
い
が
儲
か
っ
て
い
な
い
会
社
が
多

く
あ
り
ま
す
。
儲
け
る
と
い
う
目
的

が
「
良
い
も
の
を
つ
く
る
」
と
い
う

こ
と
に
す
り
替
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

高
度
成
長
期
は
物
が
足
り
な
い
の

で
、
良
い
も
の
を
つ
く
れ
ば
結
果
的

に
売
上
も
利
益
も
出
ま
し
た
。
こ
れ

は
典
型
的
に
青
春
期
の
発
想
で
中
年

期
に
は
通
用
し
ま
せ
ん
。
い
く
ら
良

い
も
の
を
つ
く
っ
て
も
、
他
社
と
比

較
し
て
本
質
的
な
違
い
や
価
値
を
不

断
に
発
見
し
て
、
そ
れ
を
稼
ぐ
仕
組

み
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
の
経
営
の
基
本

と
い
え
ま
す
。

　

高
度
成
長
期
は
、
ど
こ
の
国
や
地

域
に
お
い
て
も
例
外
的
な
時
期
で
、

こ
れ
を
過
ぎ
た
時
期
が
普
通
の
時
期

で
す
。

　

ニ
ー
ズ
（
問
題
解
決
）
に
終
わ
り

は
な
い
の
で
す
。
中
年
期
の
優
れ
た

経
営
に
お
い
て
は
、
ニ
ー
ズ
が
生
み

出
す
問
題
を
い
か
に
捉
え
る
か
が
ポ

イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

◎
経
営
は
自
由
意
志
が
大
原
則

　

も
う
一
つ
大
事
な
の
は
、
経
営
、

商
売
に
お
い
て
は
、
自
由
意
志
が
大

原
則
で
す
。
自
由
意
志
は
商
売
の
原

点
中
の
原
点
で
す
。

　

そ
し
て
、
経
営
の
基
本
は
当
た
り

前
の
こ
と
を
徹
底
し
て
や
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
当
た
り
前
の
こ
と
を
す

る
に
あ
た
っ
て
障
害
が
出
て
き
ま
す

が
、
当
た
り
前
の
こ
と
が
な
ぜ
で
き

な
い
の
か
自
問
自
答
す
る
こ
と
が
、

よ
り
よ
い
経
営
に
結
び
付
き
ま
す
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
の

新
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
、
日
本
全
体

の
流
れ
か
ら
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

中
年
期
を

　
　迎
え
た

日

　本

　経

　済

中
年
期
を

　
　迎
え
た

日

　本

　経

　済



3─２月号

◎
日
本
が
力
を
入
れ
る
べ
き
戦
略
分
野

　

日
本
自
体
の
弱
み
と
し
て
、
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
に
よ
る
雇
用
者

の
減
少
、
国
内
市
場
の
減
少
、
社
会

保
障
の
増
加
、
生
産
性
の
低
迷
・
地

方
経
済
の
疲
弊
か
ら
格
差
拡
大
へ
の

懸
念
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
制
約
か

ら
の
持
続
可
能
性
へ
の
懸
念
、
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
強
み
と
し
て
は
、
質
の
高

い
リ
ア
ル
デ
ー
タ
と
し
て
、
医
療
デ

ー
タ
や
現
場
で
得
ら
れ
る
ノ
ウ
ハ
ウ

デ
ー
タ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
他
、

世
界
シ
ェ
ア
の
高
い
製
品
群
と
し
て
、

自
動
車
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
セ
ン
サ
ー
等

が
あ
り
、
さ
ら
に
品
質
に
厳
し
い
消

費
者
市
場
が
控
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
弱
み
や
強
み
か
ら
、
独

自
の
価
値
観
や
文
化
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
同
時
に
、
日
本
が
力
を
入

れ
る
べ
き
戦
略
分
野
を
特
定
し
、
よ

り
具
体
的
な
戦
略
と
し
て
以
下
の
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

▼
目
指
す
べ
き
将
来
像
（
二
〇
三
〇

年
予
想
）

−
戦
略
分
野
①
＝
健
康
を
維
持
す
る

（
健
康
・
医
療
・
介
護
）

例
○
個
別
化
医
療
・
健
康
ケ
ア
で

健
康
寿
命
10
歳
延
伸
（
バ
イ

オ
・
ゲ
ノ
ム
）

　

○
医
療
・
介
護
地
域
格
差
ゼ
ロ

（
Ａ
Ｉ
、
ロ
ボ
ッ
ト
等
）

　
　

技
術
革
新
や
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

等
の
検
討
が
必
要
で
す
が
、
規
制

制
度
改
革
等
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

−

戦
略
分
野
②
＝
移
動
す
る
（
モ
ビ

リ
テ
ィ
）

例
○
自
動
走
行
で
移
動
弱
者
ゼ
ロ

（
国
内
七
〇
〇
万
人
）、
事
故

死
亡
ゼ
ロ
（
世
界
一
二
五
万

人
）

　

○
災
害
時
物
資
輸
送
の
緊
急
対

応

　

○
渋
滞
に
よ
る
経
済
ロ
ス
、
環

境
負
荷
の
削
減

−

戦
略
分
野
③
＝
ス
マ
ー
ト
に
手
に

入
れ
る
（
も
の
づ
く
り
、
保
安
、

物
流
小
売
、
農
業
）

例
○
モ
ノ
の
サ
ー
ビ
ス
化
。
便
利

で
買
い
た
く
な
る
新
た
な
も

の
づ
く
り

　

○
多
く
の
新
た
な
担
い
手
・
ベ

ン
チ
ャ
ー
の
誕
生

　

○
デ
リ
バ
リ
ー
・
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
効
率
性
革
命

　

○
新
た
な
素
材
の
誕
生

　

○
高
付
加
価
値
農
作
物
で
遊
休

農
地
を
減
ら
し
、
グ
ロ
ー
バ

ル
市
場
を
獲
得

−
戦
略
分
野
④
＝
ス
マ
ー
ト
に
暮
ら

す
（
住
宅
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
街
づ

く
り
）

例
○
一
家
に
一
台
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ

ッ
ト
が
普
及

　

○
家
庭
の
リ
ア
ル
デ
ー
タ
を
集

め
た
多
様
な
革
新
サ
ー
ビ
ス

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
デ
マ
ン
ド

レ
ス
ポ
ン
ス
、
高
齢
者
の
見

守
り
、
商
品
購
買
予
約
の
サ

ポ
ー
ト
等
）

　

○
暮
ら
し
や
す
く
環
境
に
も
優

し
い
最
先
端
の
街
づ
く
り

新たな経済社会システムの提示

具体的な制度改革の実現

第４次産業革命に対応する新たなグローバル・レジーム

経済産業省資料より

■主な検討課題

経済の新陳代謝システム
（コーポレートガバナンス、知財、
競争、産業再編、ベンチャー）

社会保障システム
（医療、介護、所得再分配）

地域経済社会システム
（中小企業、観光、スポーツ等）

人材育成・活用システム
（雇用、労働、教育）



２月号─4

　会社の従業員Ａが独立し、同業の新
会社Ａ社を起こしました。

　ＡはＡ社設立後、我が社の顧客先の一部
を持っていったため、売上が減少しました。
悔しさも湧きますし、競業してくる場合も
考えられますが、どのような対処ができま
すか。（設備保安Ｂ社・Ｂ社長）

　会社としてはＡに対し、損害賠償請
求をすることが考えられます。そのた

めにはいくつかの要件を満たす必要があり
ます。
⑴　まず、Ａの競業避止義務の有無を確認
します。

　　競業避止義務とは、従業員または退職
した元従業員が、競業会社を営んだり競
業会社に雇われることを控える義務です
が、退職した従業員がこの義務を負うの
は、就業規則の規定や契約書等の個別的

合意の明示の根拠があるときに限られて
います。
⑵　次に、競業避止義務規定の有効性につ
いてです。規定や合意があるだけでなく、
合理性がなければなりません。
　　例えば、①守るべき企業の利益がある
か否か、②従業員の地位、③地域的な限
定があるか、④競業避止義務の存続期間、
⑤禁止される競業行為の範囲に必要な制
限をかけているかどうか等、総合的に判
断されます。
　　つまり、就業規則等に定めていても合
理性がなければ競業避止義務は無効であ
るとされてしまう場合があります。
　Ｔ弁護士は、競業禁止を有効とするため
には、例えば「元従業員は担当したエリア
において元の顧客に対し、６か月間、営業
活動を禁止する」といった禁止する範囲を
限定すると良いと話します。
　個別事情による可能性もあると考えます
ので、専門家への相談もご検討下さい。

　情報は先ず、私たちの脳の「海馬（かい
ば）」という部分に仮保存されます。その
期間は２〜４週間といわれており、その期
間内に３回以上使われる情報を、脳は重要
であるものと判断するそうです。
　そして、何度も使われる情報は、記憶の
「仮保管場所」である「海馬」から、「記憶の
金庫」というべき「側頭葉（そくとうよう）」
に移動されます。
　一度、側頭葉に移動した情報は記憶とし
て、なかなか忘れないそうです。
　先程出てきました「使う」ということで
すが、例えば本を読んだら本の内容を人に
話すとか、本の内容を振り返って感想を書
く等する「アウトプットする」ことです。
　「記憶する」ことは「インプット」（入力）
だと思われがちですが、実は記憶の維持で
重要なことは「アウトプット」（出力）なの
だそうです。

　

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
「
ペ
ッ
パ
ー
」

の
よ
う
に
人
と
会
話
な
ど
の
対
応
が

で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ

ッ
ト
に
つ
い
て
、
Ｋ
社
が
行
っ
た
接

客
体
験
の
有
無
や
認
知
状
況
調
査
で
、

次
の
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
「
実
際
に
体
験
し
た
こ
と
が
あ
る
」

七
・
一
％
、「
店
頭
で
見
た
こ
と
が
あ

る
が
、体
験
は
な
い
」
一
六
・
二
％
、

「
テ
レ
ビ
や
ネ
ッ
ト
等
で
見
た
こ
と

は
あ
る
」
五
六
・
八
％
、「
知
ら
な
い
」

二
〇
・
〇
％
。

　

実
際
に
接
客
や
案
内
を
受
け
た
人

は
、「
楽
し
い
」
六
七・一
％
、「
親
し

み
や
す
い
」
四
九・四
％
。
さ
ら
に
接

客
の
イ
メ
ー
ジ
は
、「
面
白
い
・
楽

し
い
」
二
五
・
六
％
、「
ユ
ー
モ
ア
が

あ
る
」二
二
・
二
％
と
す
る
一
方
、「
マ

ニ
ュ
ア
ル
通
り
の
接
客
」
二
三
・
三

％
、「
ぎ
こ
ち
な
い
」
二
〇
・
八
％
等

も
あ
り
ま
し
た
。

　

体
験
し
た
人
は
少
な
く
、
好
意
的

に
見
て
い
る
が
技
術
的
に
は
発
展
途

上
、
と
い
う
評
価
の
よ
う
で
す
。

問

答

独立した元従業員への対応

記憶に必要なことコ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト


